
21 石岡市立小学校
校務用コンピュータ
機器購入 その 1

石岡
小学校
外 6 校

予）   1,580
落）   1,558

㈱つくば
電気通信

12.10

21 石岡市立小学校
校務用コンピュータ
機器購入 その 2

北小学校
外 11 校

予）   1,580
落）   1,549 中川商事㈱

21 石岡市立中学校
校務用コンピュータ
機器購入

石岡
中学校
外 7 校

予）   1,820
落）   1,783

㈱つくば
電気通信

21 第 1 類デジタル
テレビ購入

石岡
小学校

外４施設
予）      809
落）565.76

㈲シオタ
電器

21 第 2 類デジタル
テレビ購入

関川
小学校
外４校

予）      785
落）516.12 ㈱植田電器

21 第 3 類デジタル
テレビ購入

柿岡
小学校
外４校

予）      714
落）   500.7

㈲トチモト
電機商会

21 第 4 類デジタル
テレビ購入

恋瀬
小学校
外４校

予）      595
落）417.25

㈲トチモト
電機商会

21 第 5 類デジタル
テレビ購入

石岡
中学校
外 3 校

予）      547
落）   379.5

㈱つくば
電気通信

21 第 6 類デジタル
テレビ購入

柿岡
中学校
外 3 校

予）      547
落）382.72

㈲シオタ
電器

21 石岡市教育委員会
中型バス（1 号車）購入

石岡
市役所
本庁

予）   1,790
落）   1,510 ㈲満商会

21 石岡市教育委員会
中型バス（2 号車）購入

石岡
市役所
本庁

予）   1,790
落）   1,510 ㈲満商会

21 石岡市教育委員会
中型バス（3 号車）購入

石岡
市役所
本庁

予）   1,790
落）   1,510 ㈲満商会

21 石岡市教育委員会
マイクロバス（1 号車）
購入

石岡
市役所
本庁

予）      720
落）      720

㈲横山自動車
工業所

21 石岡市教育委員会
マイクロバス（2 号車）
購入

石岡
市役所
本庁

予）      720
落）      720

㈱新治
自動車

21（仮称）石岡駅
南台線〔石岡地区〕
道路改良工事  第 1 工区

石岡
一丁目
地内 外

希）10,180
予）   9,813
落）   9,660

興民建設㈱

12.18

21 国補・市単特環合併
第 1 号 管渠工事 柿岡

希）   4,010
予）   3,901
落）   3,765

市村土建㈱

21 公下国補単独合併
第 8 号工事 大谷津

希）   3,610
予）   3,480
落）   3,426

福井建設㈱

21 公下国補単独合併
第 7 号工事 大谷津

希）   2,750
予）   2,673
落）   2,574

㈱アレスコ

21 公下国補単独合併
第 9 号工事 荒金

希）   2,310
予）   2,194
落）   2,170

㈱光洋建設

21 石岡市水道事業
配水管新設工事第 2 号 瓦谷

希）      301
予）      297
落）      283

㈲竹林組 12.8

事　業　名
事業
場所 

落札金額
(単位:万円 )

請負業者 入札日

21 ふれあいの里石岡
ひまわりの館
スプリンクラー設置
工事設計業務委託

大砂
10527
番地 6

希）      412
予）      392
落）      385

㈱戸頃建築
設計事務所

H21
12.4

21 朝日里山進入路事業 
柴内地内路線等測量
設計業務委託

柴内
希）      193
予）      186
落）      125

㈲つくば
スケール

21 単・市道 A3111 号線
測量委託

石岡
字東ノ辻

予）      305
落）      150

㈱開発計画
研究所

21 単・市道 B8612 号線
測量設計委託 仏生寺

希）      390
予）      376
落）      360

㈱アイワ
技研

21 単・市道 A0211 号線
測量設計委託 三村

希）      265
予）      259
落）      245

㈱ヤマト

21 石岡地区道路台帳
補正業務委託

石岡地区
全域

予）      477
落）      460

国際航業㈱
水戸営業所

21 都市計画道路
　（駅前広場）
変更図書作成業務委託

国府一
～四丁目
府中一丁目

予）      459
落）      450

㈱トデック
茨城営業所

21 国補特環第 4 号
管渠工事 柿岡

希）   1,018
予）      971
落）      957

小桜建設㈱

12.9

21 国補・市単特環合併
舗装復旧工事第 3 号 野田

希）   1,286
予）   1,244
落）   1,210

白田組
土木㈱

21 国補公下マンホール
ポンプ設置 第 1 号工事

若松
二丁目

希）      904
予）      885
落）      840

中川
理水建設㈱

21 単・空港案内標識
設置工事

国府四丁目
外 2 か所

希）      218
予）      212
落）      189

協和安全㈱

21 単市道 B1406 号線
排水整備工事 片野

希）   1,148
予）   1,099
落）   1,070

㈱川又
造園土木

21 地特市道 B6650 号線
-2  道路改良工事 真家

希）      512
予）      488
落）      484

㈲路川
工務店

21 単市道 B6663 号線
道路舗装工事 真家

希）      222
予）      216
落）      207

㈲鶴井建設

21 単市道 B7285 号線
排水整備工事 下林

希）      466
予）      459
落）      440

㈲イイムラ

21 単・市道 A0115 号線
排水整備工事 東大橋

希）      446
予）      430
落）      409

㈲浅野
工務店

21 単・市道 A3375 号線
排水整備工事

石岡
字水久保

希）      379
予）      364
落）      352

㈱堀越

21 単・川又仮排水路
整備工事 川又

希）      307
予）      293
落）      288

㈱足立
工務店

21 単・市道 A2497 号線
排水整備工事

北府中
二丁目

希）      238
予）      233
落）      224

原田建設㈱

21 単市道 B8665 号線
排水整備工事 柴内

希）      216
予）      210
落）      203

㈲関工業

21 単市道 B2400 号線
排水整備工事 小幡

希）      190
予）      186
落）      178

㈲谷島組
土木

21 単・市道 A5276 号線
排水整備工事 東田中

希）      183
予）      180
落）      172

㈱宮本
工務店

  ■問い合わせ  市役所 契約検査室 
　　　　　　　　　　☎ 23-1111（内線 433）
※水道事業の問い合わせは、水道課☎ 43-1118 まで

※ 希）希望価格（「くじ」の採用） ・ 予）予定価格 ・ 落）落札価格

12 月の入札結果12 月の入札結果
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鎌
倉
時
代
、
浄
土
真
宗
の
開
祖
、

親
鸞
は
、
そ
の
生
涯
の
う
ち
20
年
を

茨
城
で
過
ご
し
ま
し
た
。
市
内
に
も

親
鸞
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
い
く
つ
か

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
れ
ら
の
地
を
め
ぐ
る
と

と
も
に
、県
立
歴
史
館
の
特
別
展「
親

鸞
―
茨
城
滞
在
20
年
の
軌
跡
―
」
を

見
学
し
ま
す
。

◆
日
時　

　

３
月
５
日
（
金
）

　

午
前
９
時
出
発

　

午
後
５
時
帰
着
予
定

◆
集
合
・
解
散

　

石
岡
市
民
会
館

◆
コ
ー
ス

　

板
敷
山
大
覚
寺

（
石
岡
市
大
増
）、
県

立
歴
史
館
（
水
戸
市
）

ほ
か

※
都
合
に
よ
り
コ
ー

ス
の
一
部
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◆
参
加
費　

無
料

◆
募
集
人
員

　

60
名
（
市
内
在
住
）

◆
申
込
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
市
民
史
跡
め
ぐ

り
参
加
希
望
」
と
書
き
、
①
住
所
、

②
氏
名
、
③
年
齢
、
④
電
話
番
号
、

⑤
希
望
人
数
（
１
枚
で
２
名
ま
で
）

を
明
記
し
て
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
２
名
申
し
込
む
場

合
は
、
①
〜
④
ま
で
を
２
名
分
記

入
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限

　

２
月
19
日
（
金
）
必
着

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
１
５
─０
１
９
５

　

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
番
地
１　

　

教
育
委
員
会 

文
化
振
興
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
５
）

板敷山大覚寺

３月５日

親
しんらん

鸞ゆかりの地をめぐる
   史跡めぐり ● 参加者募集

♥
日
時　

２
月
28
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
　
　
（
午
後
１
時
〜 

受
付
開
始
）

♥
場
所　

ベ
ル
・
ア
ー
ジ
ュ　

　
　
　

   （
石
岡
二
丁
目
16
番
地
１
）

　
　
　
　
　
　

☎
３
６
・
１
１
６
５

♥
募
集
人
員　

男
女
各
20
名

　
　
　
　
（
45
歳
ま
で
の
独
身
の
人
）

♥
参
加
資
格　

男
性
は
石
岡
市
・
か

す
み
が
う
ら
市
・
小
美
玉
市
に
在
住

し
て
い
る
人
。

※
今
回
、カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
し
ま
せ
ん
。

♥
申
込
期
間　

２
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

♥
申
込
方
法

　

直
接
ま
た
は
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
メ
ー
ル
・
郵
便
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に

な
り
ま
す
。

♥
参
加
費　

当
日
徴
収

男
性 
１
０
０
０
円
・
女
性 

５
０
０
円

♥
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

市
役
所 

市
民
生
活
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

℻  
２
３
・
２
２
２
５

　

seikatsu@city.ishioka.lg.jp

主
催　

石
岡
地
方
結
婚
相
談
所
運
営

協
議
会

共
催　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

　

シ
ヤ
ベ
リ
カ
と
い
う
ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
話
題
で
み
ん
な
が
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
す
る
「
み
ん
な
で
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
」
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
友
達
と
誘
い

合
っ
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

「
み
ん
な
で
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
」
開
催

2828

日
（
日
）
　

日
（
日
）
　

※
今
回
、カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
し
ま
せ
ん
。

※
今
回
、カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
し
ま
せ
ん
。

「
み
ん
な
で
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
」
開
催

「
み
ん
な
で
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
」
開
催

「
み
ん
な
で
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
」
開
催

「
み
ん
な
で
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
」
開
催

「
み
ん
な
で
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
」
開
催

「
み
ん
な
で
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
」
開
催

シ
ャ
ベ
リ
カ
で
楽
し
い

　
　
　お
し
ゃ
べ
り
を

282/

筑波路そば打ち大会
筑波山周辺のそば打ち団体の手打ちそば
が味わえます。

朝

日里山学

校
開
校

一
周年記念

第
２
回

　

朝
日
里
山
学
校
開
校
一
周
年
を
記

念
し
た
「
第
２
回
筑
波
路
そ
ば
打
ち

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

筑
波
山
周
辺
の
そ
ば
打
ち
団
体
が

集
い
腕
を
競
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
ば

打
ち
団
体
に
よ
る
手
打
ち
そ
ば
が
味

わ
え
ま
す
。ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
駐
車

場
を
利
用
く
だ
さ
い
。
会
場
ま
で
は

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
11
日（
木
）（
雨
天
決
行
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
ま
で

●
場
所　

体
験
型
観
光
施
設

　
　
　
　
　
　
　

朝
日
里
山
学
校

　
　
　
　
　

   

（
柴
内
６
３
０
番
地
）

●
主
催　

　

・
朝
日
里
山
学
校
地
域
協
議
会　

　

・
石
岡
市
観
光
協
会

●
問
い
合
わ
せ

　

体
験
型
観
光
施
設 

朝
日
里
山
学
校

　

☎
５
１
・
３
１
１
７　

112/

そば好き集まれ
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日
時　

２
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

 

21
日
（
日
）

場
所　

国
府
地
区
公
民
館

　
（
国
府
五
丁
目
７
番
１
号
）

内
容　

公
民
館
友
の
会
や
、

公
民
館
主
催
事
業
の
講
座
受

講
生
に
よ
る
作
品
展
示
・
実

技
発
表
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

日
程

20
日
（
土
）

◎
作
品
展
示

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

◎
実
技
発
表

■
石
岡
混
声
合
唱
団　
　

　

午
前
10
時
15
分
〜
45
分

■
大
正
琴
同
好
会　
　
　

　

午
前
11
時
〜
25
分

■
練
功
十
八
法
健
康
体
操　
　
　

　

午
前
11
時
30
分
〜
正
午

■
清
藤
会
（
舞
踊
）　　
　
　
　
　

　

午
後
１
時
〜
25
分

■
チ
ト
セ
会
（
カ
ラ
オ
ケ
）　　
　

　

午
後
１
時
30
分
〜
55
分

■
あ
ん
ず
の
会
（
舞
踊
）　

　

午
後
２
時
〜
25
分

■
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ル
（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ベ
ル
）　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

◎
実
技
体
験

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

絵
手
紙
・
繭
玉
で
ブ
ロ
ー
チ
作
り
・

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

　
　
　

21
日
（
日
）

◎
作
品
展
示

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

◎
実
技
発
表

■
八
洲
会
（
詩
舞
）　　
　
　
　
　

　
　

午
前
10
時
〜
25
分

■
カ
ン
タ
ー
レ
ひ
ば
り
（
オ
カ
リ
ナ
）

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
55
分

■
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

　
　

午
前
11
時
〜
25
分

■
さ
く
ら
ん
ぼ
Ｇ
（
舞
踊
）　　
　

　
　

午
前
11
時
30
分
〜
正
午

■
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
民
謡　
　
　

　
　

午
後
１
時
〜
25
分

■
練
功
十
八
法
同
好
会
（
体
操
）　

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
55
分

■
童
謡
と
唱
歌
講
座
有
志　
　
　

　
　

午
後
２
時
〜
25
分

◎
実
技
体
験　

午
前
10
時
〜
正
午

　

墨
絵
・
練
功
十
八
法　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ

　

国
府
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　

☎
２
２･

２
９
４
０

府地区国

公民館まつり

２月20・21日

練功十八法同好会

　

笠
間
・
吾
国
愛
宕
県
立
自
然
公
園

協
議
会
で
は
、
自
然
に
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
健
康
増
進
を
図
る
た
め
の
「
早

春
！
自
然
散
策
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
実

施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、参
加
く
だ
さ
い
。

✿
日
時　

３
月
６
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
〜　

※
小
雨
決
行

✿
集
合
場
所　

　
　

桜
川
市
総
合
体
育
館
ラ
ス
カ

　
　

桜
川
市
岩
瀬
２
６
８
５
番
地
14 

　
　
　

※
午
前
８
時
30
分
集
合

✿
コ
ー
ス　

・
総
合
体
育
館
ラ
ス
カ

　
　

⇦

・
桝
箕
ケ
池
【
白
鳥
飛
来
地
】（
休
憩
）

　
　

⇦

・
月
山
寺
（
庭
園
見
学
）

　
　

⇦

・
磯
部
稲
村
神
社
（
休
憩
）　　
　

　
　

⇦

・
総
合
体
育
館
ラ
ス
カ
（
昼
食
）

　

歩
行
距
離　

約
11
㎞（
約
３
時
間
）

✿
参
加
費　

２
０
０
円

　
　
　
（
当
日
徴
収
・
保
険
代
含
む
）

✿
持
参
品　

昼
食
・
雨
具
な
ど

※
豚
汁
を
用
意
し
ま
す
。　
　

✿
募
集
人
数　

先
着
２
０
０
名

✿
応
募
締
切　

２
月
19
日
（
金
）

✿
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
、
住

所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
性
別
・
生

年
月
日
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

✿
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

〒
３
０
０
─４
４
９
５　

桜
川
市
真
壁
町
飯
塚
９
１
１

笠
間
・
吾
国
愛
宕
県
立
自
然
公
園
協

議
会
（
桜
川
市
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
２
９
６
・
５
５
・
１
１
１
１

℻  
０
２
９
６
・
２
３
・
８
２
０
０

桜川市総合体育館ラスカ

３月 6日
春の自然を楽しもう

「早春！自然散策ハイキング」

先着20
0人
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● 

二
種
混
合
予
防
接
種 

●

　

乳
幼
児
期

に
受
け
た
三

種
混
合
（
ジ

フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
・
百

日
咳
）
ワ
ク

チ
ン
の
追
加
接
種

【
対
象
者
】
市
内
の
小
学
６
年
生

（
平
成
９
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　

平
成
10
年
４
月
１
日
生
）

【
接
種
時
期
】

・
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

● 

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種 

●

　

幼
児
期
に
受
け
た
麻
し
ん
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

【
対
象
者
】

・
２
期
…
今
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
人
（
平
成
15
年
４
月
２
日
～

平
成
16
年
４
月
１
日
生
）

・
４
期
…
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
人
（
平
成
３
年
４
月
２
日
～

平
成
４
年
４
月
１
日
生
）

【
接
種
時
期
】

・
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

　

平
成
21
年

度
の
特
定
健

康
診
査
（
対

象
は
国
民
健

康
保
険
に
加

入
し
て
い
る

40
～
74
歳
の

人
）
が
終
了
し
ま
し
た
。
特
定
健
康

診
査
の
結
果
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
該
当
す
る
、
予
備
軍
だ
」

と
い
う
人
は
、
特
定
保
健
指
導
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
指
導
を
受
け
る
こ
と

で
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
と
な

る
人
に
は
、
す
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
は
、
専
門
家
と
の

20
分
程
度
の
面
接
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
あ
な
た
も
専
門
家
と
一
緒
に
生

活
習
慣
を
振
り
返
り
、
健
康
な
体
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。（
要
予
約
）

★★

　

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室
（
歯
科

診
察
・
歯
み
が
き
指
導
・
フ
ッ
化
物

塗
布
な
ど
）
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

＊
石
岡
地
区

【
日
時
】
２
月
10
日
（
水
）

・
午
後
１
時
45
分
～
２
時　

※
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診
と
同
時
に

実
施
し
ま
す
。

【
定
員
】
15
人

【
対
象
】

永
久
歯
が
生

え
て
い
る
未

就
学
児

★
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
は
随
時
受
付
中

★★

★
特
定
保
健
指
導
で

目
指
せ
脱
メ
タ
ボ
！

★
心
の
健
康
相
談

　
「
う
ま
く
眠
れ
な
い
」「
気
分
の
落

ち
込
み
が
続
い
て
い
る
」「
外
に
出

る
の
が
怖
く
て
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て

い
る
」
な
ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？ 

様
々
な
こ
こ
ろ
の
悩
み
に
つ

い
て
精
神
保
健
福
祉
士
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、安
心
し
て
相
談
く
だ
さ
い
。

（
要
予
約
）

◆ 

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

【
日
時
】   

２
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

※
毎
月
第
３
月
曜
日
実
施

◆ 

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

【
日
時
】　

２
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～　

※
毎
月
第
１
水
曜
日
実
施

★
予
防
接
種
は
体
調
の

良
い
早
い
時
期
に

　

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
）
や
麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
、
乳
幼
児
期
に
受
け
た
予
防
接
種

の
追
加
接
種
と
し
て
、
免
疫
を
補
強

し
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
大
事
な

も
の
で
す
。
体
調
の
良
い
時
に
、
忘

れ
ず
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ど
ち
ら
の
予
防
接
種
も
対
象
者
に

は
４
月
に
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

二
種
混
合
・
麻
し
ん
風
し
ん

◆ 

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

【
日
時
】２
月
10
日（
水
）・
23
日（
火
）・

３
月
10
日
（
水
）・
23
日
（
火
）

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時

◆ 

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

【
日
時
】
２
月
22
日
（
月
）・
３
月
29

日
（
月
）

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時

※
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
相
談
く
だ

さ
い
。

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊
八
郷
地
区
（
時
間
予
約
制
）

【
日
時
】
３
月
15
日
（
月
）

・
午
後
１
時
30
分
～
２
時
40
分

【
定
員
】
50
人

【
対
象
】
１
歳
以
上
の
未
就
学
児

【
会
場
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
申
込
期
間
】

・
２
月
22
日
（
月
）
～
３
月
２
日
（
火
）

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
４・１
３
８
６　
FAX
２
４・４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
４
３・６
６
５
５　
FAX
４
４・１
４
９
２



★★

★★

★
献
血
に
協
力
を
！

　

次
に
よ
り
献
血
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
協
力
願
い
ま
す
。

◎
２
月
８
日
（
月
）

石
岡
市

　

医
師
会
病
院

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

４
時

（
１
人
分

：

エ
ネ
ル
ギ
ー
63
㎉
、　

塩
分
０
・
５ｇ
）

◆ 

材
料
【
１
人
分
】

キ
ャ
ベ
ツ 

80ｇ
・
た
ま
ね
ぎ 

10ｇ
・

に
ん
じ
ん 

５ｇ
・
ａ
（
プ
レ
ー
ン

ヨ
ー
グ
ル
ト 

大
１
・ 

酢 

大
さ
じ

1/2
・ 

サ
ラ
ダ
油 

小
さ
じ

1/2
・
砂
糖
・

★
幸
せ
は
食
事
か
ら

コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
ダ

塩 

少
々
）

◆ 

作
り
方

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
細
切
り
、
玉
ね
ぎ

は
み
じ
ん
切
り
、
に
ん
じ
ん
は
千
切

り
に
す
る
。

②
①
を
合
わ
せ
、
塩
少
々
（
分
量

外
）
を
ふ
っ
て
し
ば
ら
く
お
き
、
水

で
洗
っ
て
水
気
を
切
る
。

③
ａ
を
加
え
て
全
体
を
よ
く
混
ぜ

る
。

◆ 

ポ
イ
ン
ト

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

使
う
と
こ
く
の
あ
る
さ
っ
ぱ
り
し
た

味
に
な
り
ま
す
。
角
切
り
に
し
た
プ

ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
を
加
え
て
も
お
い
し

い
で
す

※
こ
の
レ
シ
ピ
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ

ん
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
で
す

　

同
和
問
題
の
解
決
を
遅
ら
せ
て
い

る
要
因
と
し
て
、
い
か
に
も
同
和
問

題
の
解
決
に
努
力
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
装
っ
て
、
不
当
な
寄
付
を
募
っ

た
り
、
高
額
な
書
籍
を
売
り
つ
け
た

り
す
る
「
え
せ
同
和
行
為
」
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
同
和
問
題
や
同
和
関
係

者
に
対
す
る
国
民
の
イ
メ
ー
ジ
を
著

し
く
損
ね
る
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
に

積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
教
育
・
啓
発

の
効
果
を
く
つ
が
え
す
よ
う
な
行
為

で
す
。

　

こ
の
え
せ
同
和
行
為
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、
同
和
問
題
に
関
す
る
正

し
い
知
識
と
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に

対
す
る
き
然
と
し
た
態
度
が
重
要
で

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
法
務
局
や

警
察
な
ど
の
関
係
諸
機
関
と
緊
密
な

連
携
を
と
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
、
国
や

地
方
公
共
団
体
、
民
間
運
動
団
体
や

企
業
な
ど
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
も
、
因
習
や
偏

見
、
世
間
体
な
ど
に
し
ば
ら
れ
ず
、

人
権
と
い
う
観
点
か
ら
、
同
和
問
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す

※
人
権
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
も
随

時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
１
２
４
０
）

人
権
と
い
う
観
点
か
ら
…

 

■ 

人
権
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト 

⑪ 

■　

【
同
和
問
題   

そ
の
２
】
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新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
、
優

先
接
種
対
象

者
（
妊
婦
・

基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
・
１
歳
未
満

児
等
の
保
護
者
・
１
歳
か
ら
高
校
３

年
生
の
年
齢
に
相
当
す
る
人
・
65
歳

以
上
の
人
）
か
ら
順
次
、
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
続
き
一
般
健
康

成
人
の
接
種
も
当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
前
倒
し
さ
れ
、
１
月
16
日
か
ら

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
内
科
・
小
児
科
・
産
婦
人
科
な
ど

の
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ま
ず

は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
接
種
を
行
っ
て
い

な
い
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
必
ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
回
数
は
、
１

歳
か
ら
12
歳
の
人
は
２
回
、
そ
れ

以
外
の
人
は
１
回
で
す
。
接
種
費

用
は
、
全
国
一
律
で
１
回
目
接
種

が
３
６
０
０
円
、
２
回
目
接
種
が

★
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種

２
５
５
０
円
（
た
だ
し
、
１
回
目
と

異
な
る
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

は
３
６
０
０
円
）
で
す
。
こ
れ
ら
の

接
種
に
か
か
る
費
用
は
、
基
本
的
に

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
に
住
民
登
録
の
あ
る

優
先
接
種
者
を
対
象
に
接
種
費
用
の

助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。



近
年
の
調
査
成
果
か
ら

が
そ
の
理
由
の
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
全
体
の
約
七
割
が
集
中
す
る
茨

城
県
・
千
葉
県
は
、
金
属
製
の
剣
が

あ
ま
り
発
見
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で

す
。
そ
の
た
め
、
茨
城
県
か
ら
千
葉

県
に
て
成
立
し
た
の
で
は
、
と
い
う

説
も
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
使

用
さ
れ
た
か
を
知
る
に
は
、
石
器
に

残
さ
れ
た
刃
こ
ぼ
れ
な
ど
が
手
が
か

り
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
石
器
は
、

柄
の
先
端
に
叩
い
た
よ
う
な
痕
跡
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
使
用
し
た
際

の
痕
跡
な
の
か
は
、
残
念
な
が
ら
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
有
角
石
器
に
は
謎
が

多
く
残
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
石
岡

市
で
有
角
石
器
が
発
掘
調
査
で
見
つ

か
っ
た
の
は
今
回
が
初
め
て
に
な

り
ま
す
。
つ
ま

り
研
究
は
ス
タ

ー
ト
し
た
ば
か

り
。
こ
れ
か
ら

の
進
展
に
期
待

く
だ
さ
い
。

 シリーズ　�
文化振興課

　

下
ノ
宮
遺
跡
は
、
石
岡
地
区
三
村

に
存
在
す
る
遺
跡
で
、
農
道
建
設
に

伴
い
、
平
成
19
年
に
本
格
的
な
発
掘

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

縄
文
時
代
や
古
墳
時
代
、
平
安
時
代

の
住
居
跡
を
発
見
し
ま
し
た
が
、
な

か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
「
有
角
石

器
」
と
呼
ば
れ
る
、
側
面
に
角
の
よ

う
な
突
起
が
あ
る
奇
妙
な
形
の
石
器

で
す
。

　

こ
の
石
器
は
、
弥
生
時
代
の
中
頃

（
約
２
０
０
０
～
１
８
０
０
年
前
）

の
も
の
で
、
神
奈
川
県
か
ら
宮
城
県

に
至
る
広
い
範
囲
で
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
全
体
の
約
七
割
が
茨
城
県

と
千
葉
県
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ

有
力
な
の
は
、
金
属
製
の

剣
を
模
倣
し
た
祭
祀
用
の

石
器
と
い
う
説
で
す
。
有

角
石
器
の
い
く
つ
か
に
金

属
製
の
剣
を
思
わ
せ
る
縦

の
稜

り
ょ
う
せ
ん
線
が
見
ら
れ
る
こ
と

下
ノ
宮
遺
跡
出
土
の

　
　
　
　
「
有ゆ

う
か
く角
石
器
」

下
ノ
宮
遺
跡
出
土
の

　
　
　
　

  

有
角
石
器

石
岡
市
国
府
３-

１-

16　
　

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い

側
）・
市
営
駐
車
場
を
利
用

く
だ
さ
い
。

☆ 

２
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
☆

　

折
り
紙
教
室　

27
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　

   

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～

　

心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

 　

                 

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～

　

日
本
語
教
室  

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
～

　

ち
り
め
ん
小
物
づ
く
り

       　

    

６
日
・
20
日
（
土
）　

午
後
１
時
～
４
時

   

お
は
な
し
な
あ
に　

６
日
（
土
）　

午
後
２
時
～

日
時　

２
月
21
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

出
演　

親
爺
六
楽
坊

デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ

「
認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
と

サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
」

ま
ち
か
ど
学
習
会

日
時　

２
月
３
日
（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～

講
師　

認
知
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
養
成

研
修
指
導
員
（
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
）、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

オリジナルカレンダー作成受付中！
　手持ちの写真を使って、オリジナルカレン
ダーが作れます。Ａ３サイズ１枚 1000 円です。
気軽に問い合わせください。

第
３
回
　ル
ネ
ッ
散
歩

　「幕
末
の
石
岡
を
歩
く
」

日
時　

２
月
28
日
（
日
）　

午
前
８
時
45
分  
集
合　
　
　

午
前
９
時 

出
発
～
正
午

定
員　

50
名

参
加
費　

５
０
０
円

※
要
予
約

「
い
し
お
か
雛ひ

な

巡
り
」

ま
ち
か
ど
音
楽
祭

２
月
13
日（
土
）～
３
月
３
日（
水
）

ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

第
１
回 

ま
ち
か
ど
寄
席

日
時　

２
月
28
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
２
時
～

出
演　

昔
昔
亭 

Ａ
太
郎

入
場
料　

５
０
０
円

広報いしおか　№１０４　２０

時
の

記
憶



図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
２
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
６
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

《
２
月
の
お
は
な
し
会
》

・
20
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

中
央
公
民
館 

和
室

《
２
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
13
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も

30
分
程
度
で
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
年
間
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
》

　

昨
年
の
１
月
か
ら
12
月
ま
で
で
、

貸
し
出
し
が
多
か
っ
た
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
一
般
書

①
告
白
（
湊
か
な
え
著
）

②
容
疑
者
Ⅹ
の
献
身（
東
野
圭
吾
著
）

③
悼
む
人
（
天
道
荒
太
著
）

④
石
榴
ノ
蠅
ー
居
眠
り
磐
音 

江
戸

双
紙
（
佐
伯
泰
英
著
）

⑤
楽
園 

上
・
下
（
宮
部
み
ゆ
き
著
）

⑥
森
に
眠
る
魚
（
角
田
光
代
著
）

⑦
る
る
ぶ
茨
城

⑧
流
星
の
絆
（
東
野
圭
吾
著
）

⑨
聖
女
の
救
済
（
東
野
圭
吾
著
）

⑩
運
命
の
人 

１
（
山
崎
豊
子
著
）

◆
児
童
書
（
※
課
題
図
書
を
除
く
）

①
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘

宝 

上
・
下
（
Ｊ
．
Ｋ
．
ロ
ー
リ
ン

グ
作
・
松
岡
佑
子
訳
）

②
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
じ
ご
く

り
ょ
こ
う

③
ミ
ッ
ケ
！
Ⅰ 

Ｓ
Ｐ
Ｙ
８   ‒

が
っ
こ

う
ー
あ
た
ら
し
く
て
な
つ
か
し
い
か

く
れ
ん
ぼ
絵
本（
ジ
ー
ン
・
マ
ル
ゾ
ー

ロ
文
・
糸
井
重
里
訳
）

  1・ 8

15

21 ～ 23

25・29

２  月

【休　館　日】

３  月
 １・ ８

11・15

22・25 

④
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
な
ぞ
な
ぞ

大
さ
く
せ
ん

⑤
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
大
か
い
じ
ゅ
う

⑥
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
き
ょ
う
ふ

の
サ
ッ
カ
ー

⑦
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
き
ょ
う
ふ

の
大
ジ
ャ
ン
プ

⑧
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
ぜ
っ
た
い
ぜ

つ
め
い

⑨
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
た
べ
る
ぜ
！

大
ぐ
い
せ
ん
し
ゅ
け
ん

⑩
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
マ
マ
だ
ー

い
す
き

②
・
④
～
⑩
（
原
ゆ
た
か
さ
く
・
え
）

◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ

①
常
陸
総
社
宮
大
祭
ー
石
岡
の
お

ま
つ
り
（
石
岡
市
観
光
協
会
）

②
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
８

③
だ
い
す
き
Ａ
Ｂ
Ｃ

④
う
た
お
う
！
ク
リ
ス
マ
ス

⑤
は
っ
ぱ
っ
ぱ
カ
ル
タ
だ
れ
の
こ

え
？

⑥
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
３

⑦
が
ん
ば
る
も
ん

⑧
ま
い
ご
は
だ
あ
～
れ
？

⑨
な
か
よ
し
う
れ
し
い
な
！

⑩
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
10

②
・
⑥
・
⑩
（
ワ
ー
ナ
ー
・
ホ
ー
ム
・

ビ
デ
オ
）

③
～
⑤
・
⑦
～
⑨
（
げ
ん
き
げ
ん

き
ノ
ン
タ
ン
製
作
委
員
会
）

◆ＣＤ
①綾小路きみまろ 爆笑スーパーラ
イブ第２集　（綾小路きみまろ漫談）
②自己ベスト２（小田和正歌）
③ベストソングス － we love 80s
④綾小路きみまろ 爆笑スーパーラ
イブ第１集　（綾小路きみまろ漫談）
⑤ Best of Best 13（松田聖子歌）
⑥ J�POP 90s “ ＲＥＤ ”
⑦ヴォーカリスト２（徳永英明歌）
⑧ BEST CLASSICS 100 DISK １
　　　　　�元気がでるクラシック
⑨ BEST CLASSICS 100 DISK ２
　　　　　�リラクシング・クラシック
⑩ BEST CLASSICS 100 DISK ３
　　　　　�ヴォーカル・クラシック

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で

は
、
子

育
て
支

援
に
関

す
る
情
報
を
ま
と
め
た
『
子
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
し
、
市
内
各

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
子
育
て
で
悩
ん
だ
り
、

困
っ
た
と
き
に
手
に
と
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母

さ
ん
た
ち
が
企
画
し
た
手
作
り
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

【
設
置
場
所
】

・
市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課
・
市
民
課

・
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

・
石
岡
・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

・
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

・
中
央
図
書
館
・
中
央
公
民
館

・
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

・
市
内
病
院
等（
小
児
科
・
産
婦
人
科
）

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
サ
イ

ト
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
９
）

　

http://w
w

w.city.ishioka.lg.jp/

HP

　

昨
年
10
月
１
日
か
ら
次
の
①
～

③
の
場
合
は
、
貸
出
・
予
約
・
貸

出
延
長
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
注
意
願
い
ま
す
。

①
「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
の
提

示
が
な
い
場
合

②
「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
の
更

新
が
済
ん
で
い
な
い
場
合

③
返
却
期
限
の
過
ぎ
た
図
書
な
ど

が
あ
る
場
合

《
貸
出
等
に
制
限
が
あ
り
ま
す
》

２１　 広報いしおか　№１０４



り
、
正
規
職
員
だ
け
で
な
く
入
職
１

年
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
に
も

育
児
休
業
制
度
を
導
入
、
中
学
生
未

満
の
子
を
持
つ
職
員
を
対
象
と
し
た

「
子
育
て
支
援
休
暇
」、
未
就
学
の
子

ど
も
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に

と
る
こ
と
の
で
き
る
「
看
護
休
暇
」

を
設
け
る
な
ど
、
制
度
面
か
ら
仕
事

と
家
庭
の
両
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
28
日
、
社
会
福
祉
法
人
泰
仁

会
（
石
岡
市
小
倉
）
が
、「
男
と
女
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
功
労
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
県
内
で
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や

団
体
、
事
業
所
に
贈
ら
れ
る
賞
で
、

市
内
の
事
業
所
で
は
初
の
受
賞
と
な

り
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
さ
と
な

ど
を
営
む
泰
仁
会
は
、
介
護
職
な
ど

女
性
職
員
が
多
く
働
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
を
持
つ
職
員
が
安
心

し
て
活
躍
で
き
、
働
き
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

平
成
15
年
11
月
に
事
業
所
内
に

託
児
所
を
設
置
し
た
ほ
か
、
育
児
の

た
め
の
時
間
外
労
働
の
制
限
を
し
た

︽
訪
問
販
売
︾

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
①
…
訪
問
販
売

業
者
に
「
契
約
し
な
い
旨
の
意
思
」

を
示
し
た
消
費
者
に
対
し
て
は
、
契

約
の
勧
誘
を
す
る
こ
と
を
禁
止
！

◇
訪
問
販
売
の
被
害
事
例
で
は
、
執

拗
な
勧
誘
に
よ
る
販
売
や
高
齢
者
に

対
す
る
販
売
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
被
害
を
な
く
す
た
め
に
、

勧
誘
に
関
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。

※
契
約
す
る
意
思
が
な
い
時
は
、
あ

い
ま
い
な
返
事
を
せ
ず
は
っ
き
り
断

り
ま
し
ょ
う
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
②
…
訪
問
販
売

に
よ
っ
て
、
通
常
必
要
と
さ
れ
る
量

を
著
し
く
超
え
る
商
品
な
ど
を
購
入

す
る
契
約
を
結
ん
だ
場
合
、
契
約
後

１
年
間
は
契
約
の
解
除
が
可
能
に
！

◇
悪
質
な
販
売
業
者
は
、
言
葉
巧
み

に
勧
誘
し
多
量
な
契
約
を
さ
せ
た

り
、
次
々
に
違
う
商
品
を
販
売
し
よ

う
と
し
て
き
ま
す
。

※
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て

し
ま
っ
て
も
あ
き
ら
め
ず
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

︽
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
通
信
販
売
︾

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
①
…
返
品
の
可

否
な
ど
を
広
告
に
表
示
し
て
い
な
い

場
合
は
、
８
日
間
、
送
料
消
費
者
負

担
で
返
品（
契
約
の
解
除
）可
能
に
！

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
購
入
し

た
商
品
が
広
告
画
像
と
あ
ま
り
に
違

う
、
返
品
が
で
き
な
い
な
ど
の
苦
情

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

※
商
品
を
購
入
す
る
時
は
返
品
条
件

や
規
約
を
良
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
②
…
消
費
者
が

あ
ら
か
じ
め
承
諾
し
な
い
限
り
、
電

子
メ
ー
ル
広
告
の
送
信
を
禁
止
！

◇
こ
れ
以
上
メ
ー
ル
を
送
信
し
な
い

よ
う
に
と
返
信
す
る
と
、
よ
り
多
く

の
迷
惑
広
告
メ
ー
ル
が
到
着
す
る
被

害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
証
拠
を
保
存
し
、
早
め
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

特
定
商
取
引
法
が

 
 
 

　
改
正
さ
れ
ま
し
た
!!

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

ハーモニーコーナー

か
が
や

き
の　
未来を拓

ひら

く

　男
ひ
と
と
女 ひ
と

﹁
男ひ

と

と
女ひ

と

ハ
�
モ
ニ
�
功
労
賞
﹂
を
受
賞

社
会
福
祉
法
人
泰
仁
会
が

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

＊
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室
（
今
月
は
２
月
23
日
（
火
））

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

市
役
所 

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女
性
の
た
め
の

 
 
 
 

困
り
ご
と
相
談

午後1時30分
　　　　　～4時

　

ま
た
、
職
員
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
て
い
て
、
そ
の
中
で
も
子

育
て
世
代
に
多
か
っ
た
「
授
業
参
観

や
家
庭
訪
問
の
と
き
に
は
、
必
要
な

時
間
だ
け
休
み
た
い
」
と
い
う
希
望

を
受
け
、
子
育
て
支
援
休
暇
や
看
護

休
暇
を
時
間
単
位
で
取
得
す
る
こ
と

の
で
き
る
制
度
も
取
り
入
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
利
用
の
し
や
す

さ
は
、
女
性
の
育
児
休
業
取
得
率
が

１
０
０
％
で
あ
る
こ
と
や
、
離
職
率

が
低
く
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
も

現
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
支
援
に
よ

り
、
仕
事
だ
け
で
な
く
家
庭
生
活
も

大
切
に
で
き
る
よ
う
、
職
場
環
境
を

整
え
て
い
る
こ
と
が
受
賞
に
い
た
っ

た
大
き
な
理
由
の
よ
う
で
す
。

　

泰
仁
会
で
働
く
職
員
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
生
き
生
き
と
働
く
様
子
が

伝
わ
っ
て
く
る
「
男
と
女
・
ハ
ー
モ

ニ
ー
功
労
賞
」
の
受
賞
で
し
た
。

男と女・ハーモニー功労賞授賞式の様子

広報いしおか　№１０４　２２



　
　俚

　
　謡　

下　

林　

白
田　

正
源

今
は
亡
き
母

　思
い
出
あ
っ
て

　掛
け
た
炬
燵
の

　古
毛
布

杉　

並　

助
川　

浩
史

母
の
遺
品
と

　思
い
出
詰
め
た

　処
分
で
き
な
い

　古
箪た

ん
す笥　
　
　

総　

社　

鈴
木　

虚
心

若
さ
も
と
よ
り

　き
れ
い
だ
け
れ
ど

　心
磨
い
た

　古
老
の
美

府　

中　

稲
田　

す
み

朝
の
食
卓

　家
族
の
好
き
な

　涸
沼
名
産

　寒
か
ん
し
じ
み

蜆

国　

府　

大
西　

和
子

頭
預
け
て

　耳
掻
く
至
福

　古
い
女
房
の

　膝
ひ
ざ
ま
く
ら

枕　
　
　
　
　

      

下　

林　

額
賀　

力
江

足
ら
ぬ
暮
ら
し
に

　馴
れ
て
は
い
て
も

　寒
い
師
走
が

　身
を
責
め
る

貝　

地　

前
島
く
に
子

古
い
民
家
に

　簾
す
だ
れ

の
よ
う
に

　下
が
る
干
し
柿

　眩
し
そ
う

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

古
い
ア
ル
バ
ム

　思
い
出
楽
し

　若
い
笑
顔
の

　君
が
い
る

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

寒
さ
堪
え
て

　拍ひ
ょ
う
し
ぎ

子
木
た
た
く

　遠
い
思
い
出

　火
の
用
心

川　

又　

関　
　

清
志

寒
い
北
風

　耐
え
ぬ
く
祖
母
は

　

　越
え
て
傘
寿
の

　艶
を
ま
す

　
　

俳

句
貝　

地　

小
池
つ
と
む

磨
か
れ
て
冬
眠
に
入
る
脱
穀
機

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

働
い
て
働
い
て
蜂
巣
に
か
え
る

泉　

町　

石
神　

秋
羅

美
術
展
抽
象
画
と
の
に
ら
め
っ
こ

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

天
に
枝
ひ
ろ
げ
華
や
ぐ
冬
木
立

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

返
信
を
忘
れ
て
お
り
し
返
り
花

若　

松　

石
塚　

た
か

繊
月
や
す
こ
し
は
な
れ
て
冬
茜

瓦　

谷　

山
崎　

景
子

向
き
向
き
に
折
れ
伏
す
沼
の
枯
蓮

柿　

岡　

松
田
と
く
子

陽
だ
ま
り
に
手
で
追
ふ
蝿
や
一
茶

の
忌

瓦　

谷　

石
田
誠
一
郎

坊
守
の
応
待
き
び
し
冬
紅
葉

川　

又　

川
又　

渓
二

猪
鍋
の
幟
そ
ち
こ
ち
筑
波
道

文
芸
い
し
お
か

文
化
協
会
だ
よ
り

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

　
　
　
　
　
　
　

受
賞
し
て

　
　
　

石
岡
囃
子
連
合
保
存
会

　
　
　
　
　

  

会
長　

岩
﨑 

恒
男

　

昨
年
11
月
、
如
水
会
館
（
東
京
都
千

代
田
区
）
で
、
地
域
文
化
功
労
者
表
彰

が
行
わ
れ
、
わ
た
し
た
ち
の
会
が
文
部

科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
岡
ば
や
し
は
、
国
や
県
な
ど
公
的

機
関
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
各
地
で
行

わ
れ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
そ
の
勇
姿

を
披
露
し
て
い
ま
す
。
主
な
出
演
は
、

・
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
パ
レ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　

 

（
平
成
２
年
、
11
年
）

・
海
外
公
演  

イ
タ
リ
ア 

（
平
成
２
年
）

　
　
　
　
　

 

フ
ラ
ン
ス 

（
平
成
３
年
）

・
御
堂
筋
パ
レ
ー
ド      

（
平
成
８
年
）

・
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

　
　
　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
14
年
）

・
第
18
回
国
民
文
化
祭 

（
平
成
15
年
）

な
ど
で
す
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財「
石
岡
ば
や
し
」

の
保
存
と
継
承
に
尽
力
し
、
文
化
振
興

に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
会
員
一
同
こ

れ
ま
で
以
上
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

立
冬
と
い
ふ
寒
か
ら
ぬ
日
が
暮
れ

て
あ
か
ね
雲
濃
し
冬
の
夕
映
え

    

市
民
ず
い
ひ
つ

　

春
を
呼
ぶ
水
仙

　
　
　
　
　
　

Ｆ
・
Ｙ

　

裏
庭
の
陽
だ
ま
り

に
、
や
さ
し
げ
な
が
ら
も
凛
と
し
て

水
仙
が
咲
い
て
い
る
。

　

一
重
の
日
本
水
仙
は
、
華
や
か
さ

は
な
い
が
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
清
ら

か
さ
を
匂
わ
せ
て
い
る
。
水
仙
の
種

類
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
わ
た
し
は

日
本
水
仙
が
大
好
き
で
あ
る
。
ま
た

の
名
を
「
雪
中
花
」
と
も
呼
ぶ
そ
う

で
、
雪
の
中
で
も
寒
さ
に
負
け
ず
、

ひ
っ
そ
り
と
雪
に
耐
え
て
凛
と
し
て

咲
い
て
い
る
。
水
仙
で
名
高
い
越
前

海
岸
で
は
、
灰
色
の
日
本
海
に
向

か
っ
て
咲
く
こ
の
花
が
、
春
の
訪
れ

を
待
ち
望
み
な
が
ら
寒
く
長
い
冬
を

耐
え
て
い
る
人
々
の
心
を
慰
め
て
い

る
と
の
こ
と
。

　
「
双そ
う
せ
い清
」
と
い
え
ば
春
に
先
駆
け

て
咲
く
梅
と
水
仙
を
指
す
と
か
。
寒

さ
に
向
か
っ
て
花
開
く
姿
は
、
混
沌

と
し
た
世
相
に
人
々
を
励
ま
す
力
を

持
っ
て
い
る
。
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い

花
々
に
あ
や
か
り
な
が
ら
、
こ
の
一

年
、
健
康
に
恵
ま
れ
平
穏
な
日
々
を

迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
…
…
。

　

霜
土
の
け
水
仙
の
花
咲
き
い
ず
る

　
　

そ
こ
よ
り
春
の
香
り
た
だ
よ
ふ

短

　
　歌

俳

　
　句

府　

中　

山
口
ふ
み
子

山
茶
花
の
枝
ゆ
ら
し
つ
つ
花
散
ら

す
子コ

リ

ス

栗
鼠
飛
び
交
ふ
瑞
泉
寺
の
庭

南　

台　

元
木　

正
子

う
っ
す
ら
と
細
き
木
に
咲
く
四
季

桜
光
と
ぼ
し
き
益
子
の
里
に

総　

社　

諏
訪
ハ
ツ
エ

繋
ぎ
た
る
わ
が
手
を
強
く
払
い
の

け
幼
は
め
あ
て
持
つ
が
に
歩
く

井　

関　

木
間
塚
具
子

夜
な
べ
し
て
作
れ
る
母
の
味
真
似
し

柚
子
の
香
り
が
お
ゆ
び
に
残
る

東
石
岡　

田
村　

満
佐

一
人
ぐ
ら
い
あ
ら
は
れ
来
ぬ
か
横
綱

と
相
手
に
な
れ
る
日
本
男
児

東
成
井　

小
島　

せ
ん

何
ご
と
も
電
話
で
す
ま
す
世
と
な

り
て
友
の
住
所
も
忘
れ
が
ち
な
り

山　

崎　

鈴
木　

君
江

同
窓
会
あ
の
人
こ
の
人
な
つ
か
し

く
笑
顔
に
集
い
過
去
を
奏
で
る

柴　

内　

羽
生　

俊

百
五
歳
に
て
母
は
逝
き
ぬ
そ
の
年
ま

で
二
十
年
足
ら
ず
吾
れ
も
老
い
た
り

山　

崎　

西
口
は
ま
子

ふ
つ
ふ
つ
と
胸
に
湧
き
来
る
暖
か

き
思
ひ
に
二
０
０
九
年
暮
る
る

２３　 広報いしおか　№１０４
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わが家のアイドル

　　　　　　　　　　　　池の台
最近はローリング移動がお気に入
りの元気いっぱいの男の子です。
パパとママから　すくすくと元気
に育ちますように♥　

▲宮田　龍司ちゃん（６か月）

　　　　　　　　　　　　東田中
最近は立っち大好き！少しはス
マートになったかな？
パパとママから　やさしく元気に
育ってね♥　

福田　寧
ね お

央ちゃん （10か月）

▲

　

２
月
21
日
に
「
第
３
回
石
岡
つ

く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
会
場
の
県
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
周
辺
か
ら
、
県
畜
産
セ

ン
タ
ー
付
近
ま
で
交
通
規
制
（
下
図

参
照
）
が
あ
り
ま
す
。

　

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
協
力

願
い
ま
す
。

◆  

日
時　

２
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

  

午
前
９
時
〜
正
午

◆  
交
通
規
制
区
間

　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
周
辺
か
ら
県

　

畜
産
セ
ン
タ
ー
付
近

◆  

参
加
予
定
人
数　

２
０
０
０
人

  ２月 21日　9:00～正午

「石岡つくばね
　　　 　マラソン」
開催のため
　交通規制に！

交通規制区間

川又

片野

加
生
野

　▲
富士山

恋　

瀬　

川

根小屋

 

県
畜
産
セ
ン
タ
ー

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

 

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

小桜小学校八郷南中学校

境橋はなぞの橋

川　又　川

青
柳
川

下
青
柳

須
釜

ふるさと橋

県
道
土
浦
・
笠
間
線

県道石岡・つくば線

小
桜
川

月
岡 月岡

半田至
　朝
日
峠

至

　笠間
市

至

　土浦
市

至

　柿岡

至　
染谷

光安寺橋

2月21日（日）
午前9時～正午

■ 

問
い
合
わ
せ

・
石
岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局      

  

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

　

☎
２
６
・
７
２
１
０


